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愛媛県愛南町惣川河口で得られたアミメノコギリガザミ 
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1人間環境大学総合環境学部フィールド自然学科水域保全研究室 

種の記録 

Portunidae ワタリガニ科 

Scylla serrata (Forskål, 1775)  

アミメノコギリガザミ（写真 1） 

確認記録  

確認年月日：2025 年 10 月 19 日．確認地点：愛媛県

南宇和郡愛南町満倉（32.947494N，132.608046E）．

確認方法：双眼鏡（Kenko ultaVIEW）による目視．１

個体（性別，甲長および甲幅不明）． 

種の特徴 

確認個体の体全体は暗緑色を呈しており，甲殻表面

にはわずかに光沢が見られた．鉗脚は左右ともに非

常に大きく発達し，その先端付近は褐色から赤色を

呈していた．特に，外側面には筋肉の発達を反映す

るような膨らみが顕著であった．眼孔上縁の間には深

い切れ込みが認められ，額縁には 4 枚の歯状突起が

明瞭に並び，それぞれが二等辺三角形状に尖ってい

た．さらに，歩脚には網目状の明瞭な模様が目視で

確認され，節間部にも細かな斑点が散在していた．こ

れらの特徴はいずれも本種の形態的特徴（坂地・伏

屋，2015）と一致していた． 

備考 

本種は房総半島以南から沖縄県沿岸の汽水域・干

潟・マングローブ林に分布し，インド洋から西太平洋

域にも広く生息する．本種は国内ではこれまでトゲノ

コギリガザミ S. paramamosain Estampador，アカテノコ

ギリガザミ S. olivacea (Herbst)とともにノコギリガザミと

呼称されていたことがあり，過去にノコギリガザミとして

報告された記録にはいずれの種が該当するか不明な

ものもある．愛媛県では瀬戸内海，宇和海からノコギリ

ガザミとしての記録があり（愛媛県，1951；安永，

1984），アミメノコギリガザミとしては宇和島市から目録

的に，愛南町からは産地不明ながら生時の写真によ

る記録がある（水野，2009；知恵の輪ホームページ

https://www.fureai-cloud.jp/_view/tie/doc/view/21832 

/，2025 年 10 月 27 日参照）．本報告は生態写真によ

る，確認地点が明らかな宇和海流入河川からのアミメ

ノコギリガザミの記録である．本種は，マングローブや

ヨシが繁茂する泥地に直径 20～30cm の巣穴を掘っ

て生活しており，今回の個体も同様に，ヨシ原の満潮

時には冠水する泥底に開いた穴（直径 29cm）の入り

口付近で確認された．確認地点の周辺では他にも巣

穴とおぼしき場所を 9 か所確認したが，個体確認まで

は至らなかった．  
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写真１ Scylla serrata (Forskål, 1775) アミメノコ

ギリガザミ（愛媛県南宇和郡愛南町満倉，2025

年 10 月 19 日，後藤益滋撮影） 
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